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★お食事から宴会までご予算ご相談ください
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Part4 酒匂川ネットワーク会議

小林 秀樹さん

〒250-0011 神奈川県小田原市栄町1-1-15
ショップ、施設の詳しい情報はこちら！

【https://www.minaka-odawara.jp/】

地域とのネットワーク

小田原市では市民活動を応援するため、市

民活動応援補助金交付団体を募集していま

す。窓口は、市民活動を支援しているＵＭ

ＥＣＯです。

募集期間：令和3年10月1日(金)～12月5日(日)まで

※但し、10/4(月)、11/1(月)はＵＭＥＣＯ休館日です。提出日時
については事前にご連絡ください。

対象団体：小田原市を中心に市民活動を行い、今後も継続する見込み
の3人以上で構成する営利を目的としない団体

対象事業：地域社会が抱える課題の解決に向けて団体が取り組む事業

応募方法：ＵＭＥＣＯ窓口に直接

※詳しくはＵＭＥＣＯホームページまたは、ＵＭＥＣＯ、地域政策
課、市内公共施設で配布している「令和4年度小田原市市民活動応
援補助金応募の手引き」をご覧ください。

昭和33年に県内４番目の市民オーケスト
ラとして結成され、今年創立63年を迎え
ました。年２回、春と秋に定期演奏会を
開催し、今回この新ホールでの公演は第
124回定期演奏会となります。チャイコ
フスキーのピアノ協奏曲第１番、ドヴォ
ルザークの交響曲第８番、他を演奏いた
します。

ＵＭＥＣＯ登録団体の活躍

小田原フィルハーモニー交響楽団小田原地区合唱連盟

西さがみ文芸愛好会

小田原華道協会

かもめコンサート実行委員会

ついに、９月５日に小田原三の丸ホールが開館しました。オープニングセレモニーを皮
切りに、多くの開館記念事業が実施、予定されています。UMECO登録団体の皆さんも新
ホール開館を盛り上げます！ここでは、10月～11月に事業実施予定のUMECO登録団体
にお話しいただいた想いをご紹介します。

2012年に作曲家の故・石井歡さんが愛用したピアノが本
市に寄贈されました。そのご遺志を受け継ぎ「かもめコ

ンサート実行委員会」は同年７
月に発足し、若い演奏家の活躍
の場を広げる演奏会の運営を
行ってきました。三の丸ホール
へ活動の場を移し、小ホール杮
落しとして「永田菫ビオラリサ
イタル」を開催します。

小田原と近隣地域の合唱団31
団体（総勢500名以上）が一
堂に会して毎年開催の「小田
原市民合唱祭」も昨年は中止
となりました。今年は残念な
がら無観客ですが、第54回
「小田原市民合唱祭」を新
ホール開館記念事業として16
団体で行う予定です。来年は
活動停止の団も復活し、一般
のお客様にお聴きいただけま
すように。

10月３日(日)

「小田原華道協会」
70周年記念華展を開
催いたします！新しい
ホールにふさわしい事
業を行うにあたり、新
しい小田原華道協会の
姿、新しい華道展の姿を模索してきまし
た。名称も「いけばな諸流展」から「華
展」として、作品ごとに展示台を使用す
る新しいスタイルを企画しています。
2年ぶりの開催となる「華展」を楽しん
でいただきたいと思います。

10月14日(木)

～17日(日) 11月3日(祝) 無観客開催

1988年から続く文芸を愛する者の会です。年に一度、詩・
短歌・俳句・エッセイ・写真・詩画など、自分たちの作品
を発表・展示しています。今年は、特別展「会報・図録に

10月27日(水)～31日(日)

見る文芸愛好会の軌跡」「文壇
小田原事件から百年」を併催。
朗読会などのアトラクションも
あります。文芸を愛する方、ぜ
ひいらしてください。会員は随
時募集しています。

11月21日(日)

酒匂川流域は丹沢山系や富士山の豊かな水に恵まれ、さ
まざまな秋の味覚も育んでいる。地域で素朴な季節を味
わい通してきた者として、その印象を思い出してみた。

もっと酒匂川を知ろう・4 「忘れない秋」

一方、昨今の気象変動は激し
く、2019年秋の台風19号が
酒匂川流域にも被害をもたら
したのは記憶に新しい。この
50年間で206個の台風記録
があり、そのうち10月台風
は1割にも満たないそうだが、
天高く馬肥ゆる秋などと言っ
ておれない現実もある。

【ぎんなん】酒匂川土手や社寺にもあるイチョ
ウは、錦秋を彩るにあき足らず、球果は特有
の匂いをまき散らす。小指大の果肉は茶椀蒸
しや串焼きで食し、歯応えある甘さが特長だ。

増水した酒匂川の様子
HP : http://umeco.info/

【柿】ほぼ球形の頂部にうず巻く橙丸種は、皮
からかじると滑らかな甘みと淡いタンニンの
香りに引きこまれる。柿は刃物を加えると味
と香りを変えてしまうので、皮ごと食べたい。

【ナマズ】産卵期、河川の淀みや堰深くに潜
む。ドジョウのむき身が見つかればしめた
もので雌雄一対が必ず見つかる。泥をはか
せたら、白身を開き天ぷらにして仕込み醬
油で頂くのが最高だ。

また、皆様からの寄
付金を財源としたＵ
ＭＥＣＯ市民活動応
援補助金の交付団体
もあわせて募集しま
す。

小田原市内７か所の放課後児童クラブで、市民活動団体の皆さんが、子どもたちに向けて楽しいイベントを実施して下
さいました。ご協力いただいた団体さんは、「いしかわ会」「おだわら子ども防災」「小田原ヨーヨー練習会」「声の
万華鏡」「リサイクル水樹」(五十音順)の５団体です。
プール遊びもできないコロナ禍の夏休み、子どもたちだけでなく支援員の皆さんもとても楽しい時間を過ごすことがで
きたようです。参加した子どもたちや支援員の方々からの感想をご紹介します。

・牛乳パックからハガキが作れてびっ
くりした。

・絶対に買う、練習する！

・技ができて嬉しかった。

・指が痛くなるほど練習した。

・なにより、子どもたちが楽しそ
うに、そして真剣にヨーヨーに
チャレンジしているのを見るこ
とができて嬉しかった。

・初めて三味線を聞いて、音が
きれいだった。

・チャンピオンの演奏、すご
かった。

・知っている曲をクイズにして
演奏してくれて楽しかった。

・僕もやってみたい。

・非常用のお皿を広告用紙で作れたの
がびっくりした。

声の万華鏡 リサイクル水樹 おだわら子ども防災

小田原ヨーヨー練習会 いしかわ会

・子どもたちが前に前に動いて、ステー
ジの方へ近づいていってしまうほど楽
しんでいる様子だった。

三味線の演奏の鑑賞と、三味線でのイントロクイズで
盛り上がりました！

ヨーヨーの演技観賞の後、教えてもらいながら全員で技の練
習をしました。皆、真剣な表情で練習に取り組んでいました。

牛乳パックのパルプを使っ
て、手すきで葉書を作りま
した。それぞれの作品がで
きあがって、子どもたちは
大喜びでした。

防災カードゲームで遊
んだり、広告用紙を
使ってお皿を作ったり
して、防災について楽
しく学びました。

紙芝居や落語、サザエさんの寸劇な
どを鑑賞しました。落語のコーナー
では、浴衣の着方も披露していただ
きました。

・特に男の子
たちは、思い
思いの感想を
口にしながら、
夢中になって
楽しんでいた。

・初めてアイロンを
使ったのが楽し
かった。

・作ったはがきに
手紙を書いて送っ
たら、とても喜ん
でもらえた。

・防災について
楽しく学ぶこ
とができた。

・ゲーム形式で
できたのが楽
しかった。


